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総
務
部

①
定
期
総
会

◆
５
月
23
日
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
（
小
） 

　

構
成
員
数　

１
３
７
名

　

出
席
数　

86
名

　

委
任
状　

35
名

　

合　
　

計　

１
２
１
名

　

※
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た

②
無
縁
仏
盆
供
養

◆
７
月
23
日
萬
福
寺
（
市
内
緑
町
）

※
参
列
者
：
本
部
三
役
、
第
３
、
第
７

支
部
長
お
よ
び
両
支
部
ク
ラ
ブ
会
長

（
本
回
向
の
施
主
は
、
八
王
子
市
社

会
福
祉
協
議
会
）

③
賀
寿
記
念
品
贈
呈

※
白
寿
：
11
名（
男
性
０
名
、女
性
11
名
）

※
米
寿
：
２
３
３
名
（
男
性
87
名
、
女

性
１
４
６
名
）

※
賀
寿
者
合
計
：
２
４
４
名
（
男
性
87

名
、
女
性
１
５
７
名
）

④
事
業
見
直
し
検
討
委
員
会

◆
検
討
期
間
７
月
～
11
月
の
期
間

※
座
長　

総
務
部
長

　

委
員　

８
名

広
報
部

①
会
報
１
４
６
号
発
行
（
７
月
10
日
）

　
（
定
期
総
会
特
集
）

②
芸
能
大
会
特
別
号（
９
月
10
日
発
行
）

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

※
平
成
30
年
７
月
11
日
オ
ー
プ
ン

　
　
（
概
要
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
記
載
）

研
修
部

①
新
任
会
長
理
事
研
修
会

◆
６
月
20 

日

　

八
・
シ
ニ
ア
連
事
務
所
２
階

　

新
任
会
長
理
事
16
名

②
一
泊
研
修
旅
行

◆
６
月
26
日
～
27
日

　

６
月
29
日
〜
30
日

　

参
加
者
合
計
１
１
７
名

　

※
新
潟
県　

六
日
町
温
泉
他

③
理
事
研
修
会
【
写
真
Ⓐ
】

◆
８
月
22
日　

八
王
子
エ
ル
シ
ィ

※
ク
ラ
ブ
会
長
、
健
康
増
進
部
員
、
女

性
部
員
、
本
部
役
員　

合
計
74
名

　
【
講
師
】
黒
須
隆
一
前
八
王
子
市
長

�

（
講
演
内
容
は
４
頁
に
記
載
）

い
き
が
い
活
動
部

①
第
47
回
芸
能
大
会
【
写
真
Ⓑ
】

◆
７
月
20
日
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
（
大
）

　

参
加
者　

３
２
５
名

　

出　

演　

34
チ
ー
ム

　

八
王
子
警
察
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐

欺
防
止
に
つ
い
て
」
講
演 

《
入
賞
者
》

□
唄
部
門

※
八
王
子
市
長
賞　

第
11
南
支
部

�

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会

※
八
・
シ
ニ
ア
連
会
長
賞　

第
11
南
支
部

�

め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み
会

※
第
３
位　

第
14
支
部

�

わ
か
ば
合
唱
団

□
踊
り
部
門

※
八
王
子
市
長
賞　

第
11
南
支
部

�

め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み
会

　

�

（
モ
ア
ニ
ケ
ア
ラ
）

※
八
・
シ
ニ
ア
連
会
長
賞　

第
13
支
部

�

川
口
町
中
部
明
生
会

※
第
３
位　

第
16
東
支
部

　

�

長
沼
み
の
り
会

平
成
30
年
度 

上 

期 

活 

動 

報 

告

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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②
手
芸
講
座

◆
９
月
20
日

※
第
49
回
趣
味
の
作
品
展
に
お
い
て
開

催
③
古
切
手
と
雑
巾
の
寄
贈

　

す
ぎ
な
愛
育
園
に
寄
贈

三愛病院　連合会長あいさつ

手芸講座　ビーズづくり

健
康
増
進
部

①
第
16
回
輪
投
げ
大
会
【
写
真
Ⓓ
】

◆
６
月
14
日　

富
士
森
体
育
館

　

参
加
81
チ
ー
ム　

４
２
０
名

《
入
賞
者
》

※
優　

勝　

第
９
支
部

�

宇
津
木
ク
ラ
ブ

※
準
優
勝　

第
16
東
支
部

�

長
沼
み
の
り
会

※
第
３
位　

第
12
支
部

�

元
一
福
寿
会

②
第
16
回
ペ
タ
ン
ク
大
会
【
写
真
Ⓔ
】

◆
９
月
13
日　

滝
ガ
原
運
動
場

　

参
加
40
チ
ー
ム　

１
８
０
名

地
域
貢
献
活
動
部

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金

②
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　
（
八
・
シ
ニ
ア
連
）

女
性
部

①
三
愛
病
院
へ
慰
問

◆
６
月
30
日

　

参
加
者　

女
性
部
員
他　

16
名

②
第
49
回
趣
味
の
作
品
展
【
写
真
Ⓒ
】

◆
９
月
18
日
～
20
日

　

八
王
子
東
急
ス
ク
エ
ア

　

総
出
展　

３
２
６
点

（
書
道
６
、
絵
画
36
、
写
真
11
、

手
芸
２
７
３
）

　

参
加
者　

３
２
６
名

　

来
場
者
数　

１
１
３
９
名

三愛病院　慰問参加者

《
入
賞
者
》

※
優　

勝　

第
16
東
支
部

�

し
ら
さ
ぎ
会

※
準
優
勝　

第
16
東
支
部

�

片
倉
台
む
つ
み
会

※
第
３
位　

第
16
東
支
部

�

絹
一
・
フ
レ
ン
ド

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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た
。

　

そ
れ
か
ら
、
職
員
数
が
３
７
０
０
人

い
ま
し
た
が
仕
事
の
仕
分
け
を
幹
部
職

員
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
仕
事
を
、
未

来
永
劫
公
務
員
が
責
任
を
持
っ
て
や
る

仕
事
と
民
間
に
任
せ
た
方
が
サ
ー
ビ
ス

や
効
率
も
良
く
コ
ス
ト
も
安
上
が
り
に

な
る
仕
事
と
家
庭
の
主
婦
が
パ
ー
ト
で

対
応
で
き
る
仕
事
に
仕
分
け
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
仕
事
の
仕
分
け
を
職
員
に

や
っ
て
も
ら
っ
た
結
果
、
職
員
数
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
の
４

年
間
は
一
人
も
採
用
せ
ず
、
さ
ら
に
ど

ん
な
場
合
で
も
辞
め
る
人
数
を
超
え
る

採
用
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
財
政
で
は
、
就
任
時
３
２
０
０
億

円
借
金
が
あ
り
倒
産
寸
前
の
会
社
と
同

じ
で
し
た
。
こ
の
財
政
を
健
全
化
す
る

た
め
に
借
金
の
返
済
は
す
る
が
借
り
入

れ
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、
１
千
億
円
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
健
全
な
財
政
で

次
の
市
長
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
健
康
だ
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
ガ
ン
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
13
年

前
の
63
歳
の
時
で
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
し

た
。
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
た
と
き
に

イ
ワ
シ
の
小
骨
が
刺
さ
っ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
違
和
感
が
あ
っ
た
の
で
知
り

合
い
の
耳
鼻
咽
喉
科
で
診
て
も
ら
い
、

館
町
の
医
療
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
中
咽
頭
ガ
ン
で
リ
ン
パ

シ
ニ
ア
時
代
を
心
豊
か
に

　

市
長
に
就
任
し
て
い
た
12
年
間
は
、

毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
し
た
。
私
は
精

神
的
肉
体
的
に
も
タ
フ
で
一
般
的
な
病

気
の
一
つ
で
あ
る
風
邪
も
引
か
ず
そ
れ

だ
け
就
任
中
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
張
感
が
24
時
間

３
６
５
日
で
す
か
ら
、
任
期
が
終
了
す

る
時
に
多
く
の
方
々
か
ら
も
う
一
期

や
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
ま
ま
の
調
子
（
全
力
投
球
）
で
は
４

年
間
は
無
理
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
、
綺
麗
に
辞
め
て
元
気
な
ら

ば
、70
代
で
第
三
の
人
生
が
あ
る
ん
だ
、

次
の
第
三
の
人
生
を
心
豊
か
に
歩
ん
だ

ら
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
70
歳
の
時

に
市
長
を
辞
め
て
、
今
は
第
三
の
人
生

を
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

折
角
の
機
会
で
す
か
ら
、
市
長
時
代

の
思
い
出
を
少
し
お
話
し
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
公
務
員
意
識
を
変
え
る

こ
と
で
し
た
。
最
初
に
打
ち
出
し
た
こ

と
は
、
八
王
子
市
は
、「
株
式
会
社
八

王
子
市
」
で
業
種
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
コ
ス
ト

意
識
、
ス
ピ
ー
ド
感
お
よ
び
危
機
意
識

の
三
つ
の
経
営
感
覚
を
身
に
付
け
て
従

来
の
公
務
員
意
識
を
変
え
て
も
ら
う
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
意
識
変
革
の

た
め
に
次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
若
い
職
員
に
直
接
こ
の
意

識
変
革
を
働
き
か
け
る
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
職
場
か
ら
集
め
た
16
人
前
後
の
グ

ル
ー
プ
を
編
成
さ
せ
て
、
週
２
回
約
２

時
間
か
け
て
私
の
考
え
方
や
こ
れ
か
ら

の
市
役
所
運
営
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
職
員
と
の
距
離
を
縮
め
る
た

め
に
、
職
員
の
身
内
で
ご
不
幸
が
あ
っ

た
時
に
市
長
名
義
の
香
典
を
廃
止
し

て
、
市
長
自
ら
が
お
悔
や
み
に
伺
う
こ

と
に
し
た
結
果
、
職
員
が
市
長
を
身
近

に
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
王
子
市
は
税
金
の
滞
納
が

他
都
市
と
比
べ
る
と
多
か
っ
た
の
で
滞

納
者
へ
市
長
が
率
先
し
管
理
職
全
員
が

出
向
い
て
納
税
の
お
願
い
を
し
ま
し

講
師

と
　
き
：
８
月
21
日

と
こ
ろ
：
八
王
子
エ
ル
シ
ィ

前
八
王
子
市
長

�

黒
須
　
隆
一
氏

理事研修会

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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に
も
転
移
し
て
い
る
の
で
「
ス
テ
ー
ジ

Ⅳ
で
す
」
と
簡
単
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
黒
須
さ
ん
の
場
合
の
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の

意
味
は
、
生
存
率
で
言
う
と
最
高
４
割

は
あ
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
性
格
か
ら
有
頂
天
と
な
り
、

何
も
心
配
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
月
30
日
に
入
院
し
て
２
月
３
日

（
節
分
の
日
）
に
15
時
間
の
手
術
で
５

カ
所
切
り
ま
し
た
。
72
時
間
麻
酔
が
効

い
て
い
た
の
で
幻
覚
と
か
幻
聴
も
経
験

し
ま
し
た
。
手
術
を
し
、
３
週
間
で
退

院
し
て
病
院
か
ら
直
接
、
市
役
所
へ
行

き
ま
し
た
。

　

退
院
す
る
時
に
、
大
事
な
こ
と
は
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
る
こ
と
、
ふ
さ
ぎ
込
ん

で
い
て
は
駄
目
で
す
と
言
わ
れ
、
自
分

の
性
格
に
合
っ
て
い
る
な
と
思
い
、
こ

の
ガ
ン
を
克
服
し
ま
し
た
。

　

５
年
経
っ
た
新
年
の
訓
示
で
、
ガ
ン

で
元
気
を
な
く
し
て
い
る
人
を
元
気
づ

け
る
た
め
や
ガ
ン
は
不
治
の
病
で
は
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
も

と
思
い
、私
の
ガ
ン
を
公
表
し
ま
し
た
。

私
の
経
験
か
ら
ガ
ン
に
か
か
っ
て
も
す

ご
く
落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
と
申
し
上

げ
た
い
。

　

私
の
人
生
は
、
政
治
活
動
に
入
る
ま

で
を
第
一
の
人
生
、
政
治
活
動
の
37
年

間
70
歳
ま
で
を
第
二
の
人
生
と
す
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
は
第
三
の
人
生
で
あ
る

と
住
み
分
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
第
三
の
人
生
で
は
、
片
倉
に
あ

る
東
京
工
科
大
学
で
理
事
と
し
て
や
り

が
い
を
感
じ
全
力
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
長
時
代
に
海
外
の
都
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
一
つ
に
台
湾
の
高
雄
市
が
あ
り
ま

す
。（
音
読
み
が
八
王
子
の
高
尾
と
同

じ
）

　

台
湾
は
、
面
積
が
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ

で
５
人
に
１
人
の
割
合
で
来
日
す
る
親

日
国
で
す
。
八
王
子
ま
つ
り
に
は
子
供

た
ち
な
ど
が
来
日
し
て
い
ま
す
し
、
逆

に
向
こ
う
の
祭
り
に
も
八
王
子
市
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
台
湾
を
日
本

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
辞
め
て

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
「
八
王
子
・
台
湾

友
好
交
流
協
会
」
を
設
立
し
理
事
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
台
湾
を
理
解
し
て
も

ら
い
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
一
番
の
趣
味
は
、
今
で
も
週

１
回
の
ゴ
ル
フ
で
、
映
画
や
読
書
も
大

好
き
で
す
。
ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム

へ
週
２
回
、
プ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
で

自
分
の
ペ
ー
ス
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
ス
ト
レ
ッ
チ
、
次
に
縄
跳
び

を
５
０
０
回
く
ら
い
、
そ
し
て
軽
く
パ

ン
チ
の
練
習
を
し
て
ク
ラ
ブ
を
は
め
て

サ
ン
ド
バ
ッ
ク
へ
。
そ
れ
か
ら
リ
ン
グ

に
上
が
り
ト
レ
ー
ナ
ー
相
手
に
、
リ
フ

ト
打
ち
を
や
り
ま
す
。
水
も
飲
み
ま
す

が
２
㎏
減
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
後

の
ビ
ー
ル
で
喉
が
鳴
り
ま
す
。

　

パ
チ
ー
ン
と
上
手
く
当
た
る
と
良
い

音
が
出
て
き
て
、
爽
快
感
と
気
晴
ら
し

に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
医
者
に
行
く
と
診
察
を

し
た
結
果
、「
加
齢
で
す
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
こ
れ
が
一
番
嫌
で
す
。
膝
が
痛

く
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
調
べ
た
ら

膝
の
裏
側
の
筋
肉
が
衰
え
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
鍛
え
て
今
は
全
く
痛
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
加
齢
と
言
わ
れ
て
納
得

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
76
歳
で
す
が

こ
の
ペ
ー
ス
で
80
歳
ま
で
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
役
時
代
か
ら
自
分
の
好

き
な
言
葉
を
披
露
し
ま
す
が
、
私
の
政

治
信
条
で
あ
る
「
夢
と
説
得
力
」
で
す
。

　

政
治
的
な
夢
を
持
た
な
か
っ
た
ら
政

治
を
や
る
べ
き
で
は
な
く
、
こ
の
街
を

ど
う
す
る
の
か
と
か
日
本
国
を
ど
ん
な

風
に
し
て
い
く
の
か
等
の
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
説
得

力
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
好
き
な
言
葉
は

と
聞
か
れ
た
ら
私
は
、
躊
躇
な
く
「
夢

と
説
得
力
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

�
（
文
責
：
広
報
部
）
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長
寿
会
の
会
員
数
が
、
平
成
27
年
度

頃
か
ら
毎
年
１
名
～
２
名
の
減
少
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
長
寿
会
の
役
員
全
員
で
何

と
か
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
と
、
新
規

会
員
10
名
以
上
の
増
員
を
29
年
度
に
達

成
し
よ
う
と
目
標
に
向
か
い
、
活
動
を

始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

特
に
女
性
委
員
の
北
原
フ
ミ
子
さ
ん
が

積
極
的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

単
に
声
か
け
で
は
長
寿
会
の
入
会
に

ほ
と
ん
ど
高
齢
者
は
関
心
を
示
し
ま
せ

ん
。
現
在
、
長
寿
会
で
参
加
率
が
高
い

活
動
は
、「
大

人
の
ぬ
り

絵
」
で
し
た

の
で
、
隔
週

で
金
曜
日
に

実
施
し
て
い

る
「
生
き
生

き
サ
ロ
ン
」

と
火
曜
日
の

「
ふ
れ
あ
い

の
集
い
」
の
「
押
絵
」
と
両
方
へ
体
験

参
加
に
お
誘
い
し
て
入
会
数
を
増
や
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

趣
味
の
作
品
展
に
も
積
極
的
に
お
誘

い
し
て
自
分
の
作
品
を
展
示
し
、
作
品

作
り
に
興
味
を
持
っ
た
人
に
入
会
を
勧

め
て
、
北
原
さ
ん
は
29
年
度
の
年
末
ま

で
に
８
名
の
新
会
員
の
加
入
を
成
功
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
「
大
人
の
ぬ
り
絵
」

は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
と
、
ぬ
り

絵
の
原
画
は
、
長
寿
会
の
会
員
の
本
間

則
男
さ
ん
が
一
人
で
作
り
ま
す
。
自
分

が
気
に
入
っ
た
風
景
写
真
の
色
を
落
と

し
て
モ
ノ
ク
ロ
に
し
ま
す
。
で
す
か
ら

デ
ッ
サ
ン
は
全
て
本
間
さ
ん
が
作
り
ま

す
。
そ
れ
に
個
人
個
人
が
元
の
写
真
を

見
て
、
色
を
細
か
く
塗
っ
て
い
く
も
の

で
す
。

　

３
月
に
入
っ
て
ま
だ
10
名
に
１
名
足

ら
ず
。「
会
長
の
入
会
者
は
？
」
と
言

わ
れ
、
何
と
か
最
後
の
１
名
は
私
が
勧

誘
し
面
目
を
保
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員

増
強
は
特
徴
あ
る
ク
ラ
ブ
に
し
な
い
と

入
会
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

長
寿
会
の
現
在
の
年
齢
構
成
は
、
60

代
は
９
名
、
70
代
は
34
名
、
80
歳
以
上

は
37
名
の
合
計
80
名
で
す
。
最
近
は
、 　

我
が
町
会
は
東
西
南
北
に
広
い
面
積

を
持
つ
１
０
０
０
世
帯
近
く
も
あ
る
町

会
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
老
人
人
口

も
多
い
の
で
あ
る
。
現
在
会
員
数
は

１
３
５
名
弱
で
あ
る
。
死
亡
者
も
あ
る

の
で
増
減
は
あ
る
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
上
中
野
児
童
遊
園

で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
ペ
タ
ン
ク
、
町
会
会
館
で
カ
ラ
オ

ケ
・
輪
投
げ
・
手
芸
・
健
康
体
操
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
・
民
踊
の
９
サ
ー
ク
ル
あ
る
。

　

会
の
内
容
を
知
ら
せ
る
た
め
に
町
内

15
カ
所
に
掲
示
板
を
設
置
し
、
Ａ
３
版

広
報
を
年
４
回
発
行
し
各
会
員
宅
へ
配

布
す
る
。
掲
示
板
に
は
広
報
誌
と
勧
誘

会
員
増
強
を

い
か
に
し
て
な
し
た
か

第
８
支
部　

中
野
西
三
青
葉
会

�

会
長　

原
　
加
津
子

会
員
増
強

会
員
増
強
の
苦
労
話

第
７
支
部　

上
野
町
二
丁
目
長
寿
会

�
会
長　

山
崎
　
収

会
員
増
強

60
代
の
方
は
特
に
男
性
は
現
役
で
仕
事

を
し
て
い
る
方
が
多
く
、
お
誘
い
し
て

も
加
入
は
困
難
で
す
。

　

長
寿
会
に
は
60
代
の
会
員
は
９
名
と

極
端
に
少
な
く
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
す
が
役
員
全
員
笑

顔
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

上野町長寿会役員

特 

集

元
気
な
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
に
尽
力
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
や
各
種
大
会
の
優
秀

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
！
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の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
。
広
報
誌

や
サ
ー
ク
ル
の
お
知
ら
せ
の
印
刷
物
を

持
っ
て
、
未
加
入
の
お
宅
を
訪
問
し
、

町
内
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
は
、

心
安
く
ま
た
幼
馴
染
の
人
に
は
話
を
し

た
り
、
１
時
間
近
く
話
を
し
て
笑
っ
た

り
す
る
と
相
手
も
心
を
開
い
て
く
れ

る
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
る
の
を
嫌
が
る
人

は
、
道
で
会
っ
た
時
な
ど
は
ち
ょ
っ
と

立
ち
話
で
も
し
て
聞
き
役
に
ま
わ
る
の

だ
。
如
才
の
な
い
笑
顔
で
、
高
ぶ
ら
ず

相
手
に
合
せ
て
会
話
す
る
こ
と
が
な
に

よ
り
大
事
だ
と
思
う
。

　

住
宅
の
建
て
込
ん
だ
と
こ
ろ
は
、
１

件
加
入
し
て
も
ら
う
と
「
隣
の
家
に
行

き
お
隣
が
入
っ
て
く
れ
た
の
で
ど
う
で

す
か
」
と
言
う
と
「
じ
ゃ
う
ち
も
入
る

よ
」、「
お
向
か
い
さ
ん
も
」
と
10
件
に

な
っ
た
の
だ
。
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
医

者
や
買
い
物
く
ら
い
し
か
外
出
し
な
い

老
人
が
多
い

昨
今
、
人
恋

し
い
会
話
に

飢
え
て
い
る

の
だ
。
訪
問

す
れ
ば
堰
を

切
っ
た
よ
う

に
喋
り
だ
す
。

愚
痴
の
聞
き

役
に
も
な
る

み
ん
な
ち
が
っ
て

み
ん
な
い
い

第
７
支
部　

第
一
こ
と
ぶ
き
会

�

会
長　

栗
山
　
禎
造

会
員
増
強

中野西三青葉会

の
だ
。
人
は
会
話
が
大
切
な
の
だ
。
そ

れ
に
は
相
手
が
い
る
。
特
に
独
居
老
人

は
だ
。
な
る
べ
く
月
に
１
回
く
ら
い
は

訪
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

思
い
切
っ
て
青
葉
会
の
誕
生
日
会
や

友
愛
活
動
日
に
参
加
で
き
れ
ば
自
然
と

友
達
も
増
え
る
。
そ
れ
が
老
人
会
の
役

目
で
あ
り
良
さ
だ
と
思
う
。

　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

歌
人
・
金
子
み
す
ゞ
の
言
葉
で
す
。
私

た
ち
の
会
に
は
四
つ
の
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
が
あ
り
そ
の
特
徴
や
活
動
ぶ
り
を
一

言
で
表
現
す
れ
ば
、
冒
頭
の
言
葉
が
一

番
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
町
会
会

館
が
新
し
く
な
っ
て
11
年
。
初
め
か
ら

ク
ラ
ブ
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
会
員
の
希
望
や
欲
求
を
満
た
そ

う
と
す
る
中
で
、増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

先
生
に
歌
の
基
本
か
ら
学
び
た
い
、

と
い
う
真
面
目
派
？ 

か
ら
、
歌
も
い

い
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
酒
も
呑
み
た

い
な
、
と
い
う
カ
ウ
ン
タ
ー
派
ま
で
。

そ
の
あ
い
だ
に
、
ひ
た
す
ら
歌
を
と
い

う
組
と
少
し
だ
け
お
酒
を
と
い
う
組
が

あ
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、

年
に
１
度
合
同

し
て
催
す
発
表

会
で
は
み
ん
な

の
気
持
ち
が
爆

発
し
ま
す
。
ま

た
、
第
７
支
部

の
「
演
芸
の
集

い
」
に
は
、
ど

こ
の
会
よ
り
も
参
加
者
が
多
く
て
、
上

手
な
人
が
目
立
つ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
自
慢
話
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
た
し
か
に
カ
ラ
オ
ケ
ス
キ

が
多
い
。
加
え
て
、
会
場
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

舞
台
が
あ
り
、
世
界
的
に
有
名
な

ボ
ー
ズ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
大
小
４
基
。

カ
ラ
オ
ケ
の
新
曲
は
町
会
で
毎
月
、
更

新
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、

使
う
方
も
受
益
者
負
担
の
立
場
か
ら
、

更
新
料
と
同
額
く
ら
い
の
使
用
料
を
各

ク
ラ
ブ
が
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

町
会
が
、
子
供
会
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
、
い
つ
も
温
か
い
目
を
注
い

で
く
れ
て
い
ま
す
。
先
日
も
２
階
へ
の

手
摺
り
が
増
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

を
知
れ
ば
、
私
た
ち
高
齢
者
も
何
か
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
も
の
。

　

廃
品
回
収
、
神
社
祭
礼
へ
の
協
力
な

ど
、う
れ
し
い
話
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 カラオケ教室
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そ
こ
で
投
げ
込
み
だ
け
で
は
マ
ン
ネ

リ
化
す
る
の
で
２
年
前
か
ら
部
員
の
ラ

ン
ク
付
け
を
す
る
ラ
ン
キ
ン
グ
戦
を
開

始
し
実
力
向
上
を
狙
い
ま
し
た
。
ラ
ン

ク
付
け
は
各
自
の
投
げ
込
み
時
の
集
中

力
を
磨
き
練
習
方
法
と
し
て
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ク
付
け
の
成
果
は
29
年
度
第
９

支
部
大
会
に
て
２
ゲ
ー
ム
で
１
２
１
１

点
で
優
勝
、
30
年
度
八
・
シ
ニ
ア
連
大

会
は
５
９
６
点
で
優
勝
で
し
た
。

　

輪
投
げ
は
奥
が
深
く
、《
指
先
》
と

全
身
の
神
経
を
集
中
化
し
飛
行
方
向
と

姿
勢
そ
し
て
投
げ
込
む
強
さ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
課
題
は
集
中

力
、
平
常
心
、
安
定
性
、
そ
し
て
部
員

を
増
や
す
こ
と
。

　

私
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
就
任
時
に

は
、
輪
投
げ
部
に
ペ
タ
ン
ク
と
両
所
属

者
が
多
く
て
戦
え
る
チ
ー
ム
と
し
て

は
、
ほ
ど
遠
く
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

て
、
平
成
25
年
秋
に
思
い
切
っ
て
部
を

解
散
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
反
対
も
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
の
春
に
は
３

名
で
新
チ
ー
ム
を
結
成
。
こ
つ
こ
つ
と

部
員
募
集
に
働
き
か
け
て
現
在
８
名
が

輪
投
げ
大
会

た
か
が
輪
投
げ
さ
れ
ど
輪
投
げ

第
９
支
部　

宇
津
木
ク
ラ
ブ

�

輪
投
げ
部
部
長　

福
村
　
定
明

　

我
が
チ
ー

ム
は
部
員
５

名
、
常
に
練

習
に
参
加
者

４
名
で
毎
週

土
曜
日
宇
津

木
町
会
館
で

輪
投
げ
の
投

げ
込
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
に
会
館
が
で
き
た
の
に
合
わ

せ
て
活
動
を
本
格
化
さ
せ
練
習
で
は
頻

繫
に
6
０
０
点
、
７
０
０
点
を
出
す
時

も
あ
り
優
勝
レ
ベ
ル
だ
と
意
気
は
上
が

る
け
ど
大
会
に
な
る
と
５
０
０
点
程
度

が
３
～
４
年
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
大
会
の
雰
囲
気
と
大
勢
の
人
の
前

で
良
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
す
る
気

持
ち
が
増
し
平
常
心
を
失
い
、
集
中
が

空
回
り
す
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
投
げ
込
み
と

場
数
を
積
み
重
ね
る
こ
と
と
考
え
ま

す
。

　

練
習
中
で
も
40
点
、
50
点
を
出
し
て

も
次
の
投
て
き
で
10
点
０
点
の
時
が
良

く
あ
る
、
未
熟
の
た
め
か
？

受
賞
者
の
声

優勝

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
パ
ワ
ー
炸
裂

第
16
東
支
部　

長
沼
み
の
り
会

�

輪
投
げ
部
部
長　

髙
﨑
　
一
明

受
賞
者
の
声

準優勝

所
属
、
輪
投

げ
に
燃
え
る

ク
レ
ー
ジ
ー

エ
イ
ト
マ
ン

で
す
。
八
・

シ
ニ
ア
連
の

平
成
28
年
14

回
大
会
５
位

入
賞
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の

パ
ワ
ー
で
平
成
30
年
16
回
大
会
準
優

勝
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
パ
ワ
ー
の
炸
裂
、

皆
で
喜
ん
だ
一
日
で
し
た
。

　

今
年
か
ら
練
習
は
外
か
ら
室
内
に
な

り
風
に
翻
弄
さ
れ
ず
週
２
回
行
っ
て
い

ま
す
。
練
習
方
法
は
定
め
た
目
標
値
に

挑
戦
、
達
成
者
は
ボ
ー
ド
に
記
入
さ
れ

一
目
瞭
然
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

休
憩
時
に
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

社
会
の
話
題
や
ら
ス
ポ
ー
ツ
全
般
で
、

特
に
プ
ロ
野
球
の
結
果
の
評
価
な
ど
諸

範
に
わ
た
り
、
話
に
花
が
咲
い
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
す
。

　

輪
投
げ
は
、
心
技
体
を
鍛
え
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
練
習
は
心
の
強
さ
、
体

力
ア
ッ
プ
や
脳
ト
レ
に
も
効
果
、
シ
ン

プ
ル
だ
が
奥
が
深
く
て
投
げ
て
も
投
げ

て
も
な
ぜ
か
不
思
議
、
飽
き
な
い
競
技

で
す
。
い
つ
ま
で
も
平
和
で
親
睦
の

「
輪
」
を
投
げ
続
け
た
い
で
す
。

練習風景

輪投げ部員

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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部
は
15
名
く
ら

い
で
月
２
回
小

学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
健
康
維

持
、
認
知
症
予

防
を
目
標
に
練

習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
普
段

は
、
適
宜
臨
機
応
変
に
チ
ー
ム
を
組
み

試
合
を
し
て
い
ま
す
が
、
勝
負
は
腕
前

よ
り
も
時
の
運
が
支
配
し
て
い
る
感
じ

で
す
。
こ
れ
が
ペ
タ
ン
ク
の
良
い
と
こ

ろ
で
、
年
寄
り
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、
我
が
ク
ラ
ブ
か

ら
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
が
決
勝

ま
で
残
っ
た
の
は
、
驚
く
な
か
れ
最
も

平
均
年
齢
の
高
い
チ
ー
ム
で
す
。
全
員

80
歳
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
も
決
勝
ま
で

い
け
る
の
で
す
か
ら
、
ペ
タ
ン
ク
は
素

晴
ら
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。
し
か
し
、
最

後
は
全
身
ガ
タ
ガ
タ
な
ど
に
な
っ
て
い

て
良
く
完
投
で
き
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
黒
柳
徹
子
と
草
笛
光
子

の
テ
レ
ビ
対
談
で
、
草
笛
光
子
曰
く
、

「
人
間
、
歳
を
取
る
の
は
当
た
り
前
で

肉
体
的
劣
化
を
ぼ
や
く
の
は
見
苦
し

い
。
人
と
し
て
の
尊
厳
を
維
持
す
る
に

は
、
せ
め
て
気
力
だ
け
で
も
前
向
き
に

頑
張
る
こ
と
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

こ
れ
を
思
い
出
し
て
３
人
で
励
ま
し
合

い
ま
し
た
。

　

八
・
シ
ニ
ア
連
第
16
回
大
会
に
参
加

し
て
準
優
勝
し
ま
し
た
が
、
お
世
話
や

準
備
に
明
け
暮
れ
た
役
員
の
皆
様
の
お

陰
と
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
片
倉
台
む
つ
み
会
ペ
タ
ン
ク

　

勝
利
を
確
信

し
た
時
思
わ
ず

「
や
っ
た
」
と

大
声
に
な
り
ま

し
た
。
選
手
に

や
っ
た
ね
、
お

め
で
と
う
、
と

声
を
か
け
ま
し

た
が
、
眼
を
う
っ
す
ら
と
赤
く
し
て
い

る
方
も
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
26
年
の
第
12
回
大

会
に
次
い
で
２
回
目
の
優
勝
と
な
り
、

今
回
は
３
組
の
チ
ー
ム
で
挑
み
ま
し

た
。

　

唯
一
の
女
性
チ
ー
ム
が
負
け
な
し
で

決
勝
戦
に
進
ん
だ
の
も
驚
き
で
し
た
。

こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
同
じ
第
16
東
支
部

で
良
き
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
と
の
決
勝
戦

を
制
し
て
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

◎
優
勝
三
選
手
の
一
言
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
昨
年
ま
で
一
緒
に
参
加
し
て
き
た
主

人
が
他
界
し
て
し
ま
い
、
出
場
す
る

か
悩
み
ま
し
た
が
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

か
ら
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
、

思
い
切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
皆
さ

ペ
タ
ン
ク
大
会

女
性
チ
ー
ム
の
優
勝
に
歓
喜
！

第
16
東
支
部　

し
ら
さ
ぎ
会

�
会
長
　
小
安
　
五
郎

受
賞
者
の
声

優勝

老
骨
に
鞭
打
っ
て

第
16
東
支
部　

片
倉
台
む
つ
み
会

�

ペ
タ
ン
ク
部　

半
田
　
憲
治

受
賞
者
の
声

準優勝

ペタンクチーム

ペタンク部員

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ

き
、
主
人
に
優
勝
の
良
い
報
告
が
で

き
ま
し
た
。�

（
久
保　

ミ
ツ
子
）

☆
今
年
の
猛
暑
で
練
習
が
満
足
に
で
き

な
い
日
も
続
き
少
し
不
安
で
し
た

が
、
大
会
で
は
お
互
い
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
つ
つ
、
勝
ち
進
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の
練
習
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
疲
れ
ま
し
た
が
、
お
天
気
に
恵

ま
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

�

（
吉
田　

勝
子
）

☆
女
性
チ
ー
ム
の
１
人
と
し
て
他
の
２

人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、
も
と

も
と
負
け
ん
気
が
強
い
性
分
で
、
ま

さ
か
ま
さ
か
と
思
い
な
が
ら
の
優
勝

で
し
た
。80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
今
、

健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
、
次
の
大
会
に
向
け
て
練
習
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
五
百
澤　

カ
ヨ
子
）
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な
り
ま
し
て
、
う
れ
し
い
や
ら
、
反
面

も
う
こ
ん
な
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
と
少
し
寂
し
い
思
い
が
あ
り
ま
す

が
、
シ
ニ
ア
連
の
先
輩
の
皆
様
方
の
ご

活
躍
を
拝
見
す
る
と
、
そ
ん
な
思
い
は

吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

競
技
は
新
ぺ
リ
ア
方
式
で
す
の
で
、

多
少
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
ら
う

に
は
、
そ
こ
そ
こ
の
ス
コ
ア
で
回
っ
て

こ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
と
、
ど
の

ホ
ー
ル
が
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ー
ル
か
？ 

な

ど
と
い
ろ
い
ろ
想
像
し
な
が
ら
ラ
ウ
ン

ド
す
る
の
が
大
変
楽
し
み
で
す
。

　

結
果
的
に
は
ボ
ギ
ー
や
ダ
ボ
を
打
っ

　

遠
く
か
ら
将
棋

を
指
す
姿
を
見
て

い
る
と
、
静
か
な
も

の
思
い
に
ふ
け
っ

て
い
る
風
景
が
想
像
で
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
一
手
指
す
ご
と
に
気
持
ち
の
変

化
が
あ
る
の
で
す
。
時
に
は
こ
ん
ち
き

し
ょ
う
、
馬
鹿
野
郎
と
い
っ
た
手
も
あ

り
ま
す
。
心
の
中
の
格
闘
技
と
い
っ
て

も
過
言
で
あ
り
ま
せ
ん
。
性
格
が
も
ろ

に
出
る
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
私
を
将
棋

好
き
に
し
て
い
る
所
以
で
す
。

　

私
は
囲
碁
も
趣
味
に
し
て
い
ま
す

が
、
将
棋
は
囲
碁
と
違
い
ス
ピ
ー
ド
感

が
あ
り
ま
す
。
飛
車
角
金
銀
を
取
ら
れ

て
も
、
相
手
よ
り
早
く
王
様
を
と
れ
ば

勝
ち
で
す
。
地
取
り
合
戦
の
囲
碁
と
は

違
う
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
の
将
棋
歴
は
覚
え
た
の
が
子
供
の

頃
で
す
。
会
社
の
昼
休
み
に
将
棋
を
指

す
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

退
職
し
て
か
ら
南
陽
台
将
棋
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
15
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
。

　

最
近
の
将
棋
大
会
で
紫
陽
会
が
上
位

た
と
こ
ろ
が
見
事
に
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ー
ル

に
入
っ
て
お
り
、
大
変
ラ
ッ
キ
ー
な
初

優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

体
力
が
続
く
限
り
、
85
歳
く
ら
い
ま

で
は
元
気
で
ゴ
ル
フ
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
９
回
大
会
で
優
勝
さ
れ
た

川
口
の
田
中
仁

一
郎
さ
ん
の
よ

う
に
「
エ
イ
ジ

シ
ュ
ー
ト
」
を

達
成
す
る
の
が

将
来
の
私
の
夢

で
あ
り
ま
す
。

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
私
も
２
回
ほ

ど
優
勝
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
強
く
な
っ
た
の
か
自
分
で
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
「
毎
週
練
習
し
て
い
る

こ
と
」
と
「
速
く
指
す
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
こ
と
」
く
ら
い
で
す
。

　

囲
碁
や
将
棋
は
認
知
症
予
防
に
役
立

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
も
っ
と

強
く
な
ろ
う
と
す
る
態
度
が
大
切
」
だ

と
思
い
ま
す
。
年
を
取
っ
て
も
伸
び
し

ろ
が
あ
る
、
そ
の
こ
と
が
若
さ
を
保
つ

秘
訣
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
か
ら
も
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
お
手
柔
ら
か
に
願
い
ま

す
。

将
棋
と
私

第
17
支
部　

南
陽
台
紫
陽
会

半
田
　
繁

受
賞
者
の
声

優勝

将
棋
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
７
日
（
木
）
に
Ｇ
Ｍ
Ｇ
八
王
子

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
ゴ
ル

フ
同
好
会
の
大
会
で
、
は
か
ら
ず
も
優

勝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
今
年
の
５
月
で
満
70
歳
に
な
り

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
と
い
う
の
が
免
除
に

ラ
ッ
キ
ー
な
優
勝

第
18
支
部　

鑓
水
弥
生
会小泉

　
渉

受
賞
者
の
声

優勝

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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賞
、
こ
の
時
は
八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
を
代
表
し
て
文
京
区
の
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
東
老
連
の

大
会
に
め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み
会
さ
ん

と
と
も
に
出
場
し
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
曲
、ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー

ロ
ー
は
荻
野
目
洋
子
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
学

生
さ
ん
た
ち
が
よ
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
ダ
ン
ス
の
先
生
の
振
り
付
け
で

練
習
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
速
い
曲

で
合
わ
せ
る
の
に
と
て
も
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持

ち
で
グ
ル
ー
プ
６
人
の
心
を
一
つ
に
し

て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

舞
台
の
感
覚
を
つ
か
む
た
め
に
い

ち
ょ
う
ホ
ー
ル
の
舞
台
面
を
借
り
練
習

し
て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
踊
り
終
え

た
後
の
会
場
か
ら
の
拍
手
は
何
に
も
ま

し
て
嬉
し
く
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ら
い
練
習
も
ど
こ
へ
や
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
重
ね
私
た
ち
グ
ル
ー
プ

も
ま
た
一
つ
大
き
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。
多
数
の

方
々
、
応
援
や

ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
ダ
ン
ス

愛
好
会
一
同
改

め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

男
女
混
成
で
、
特
に
男
性
は
地
域
で

活
躍
し
て
い
る
人
も
お
り
、
練
習
は
週

１
回
、
２
時
間
半
程
度
が
限
界
で
す
。

　

練
習
の
合
間
に
２
回
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
（
時
に
は
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
？
）

を
設
け
、
絆
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
心
身
を
癒
や
す
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
脳
の

活
性
化
に
よ
る
認
知
症
リ
ス
ク
軽
減
な

ど
年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
と
い
わ

れ
て
お
り
今
後
は
今
の
部
員
を
さ
ら
に

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

　

八
王
子
市
長
賞
を
受
賞
し
た
時
に
皆

様
方
か
ら
頂
戴
し
た
熱
い
応
援
と
激
励

を
胸
に
、
新
た
な
気
持
ち
で
さ
ら
に
精

進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
13
支
部
川
口
町
中
部
明
生
会
ダ
ン

ス
部
は
、
八
・
シ
ニ
ア
連
の
芸
能
大
会

に
出
場
し
て
名
誉
あ
る
連
合
会
長
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ダ
ン
ス
愛
好
会
は
、
27
年
７

月
初
出
場
で
敢
闘
賞
、
28
年
７
月
２
回

目
で
マ
ツ
ケ
ン
・
サ
ン
バ
を
踊
り
優
秀

ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
で

第
13
支
部

川
口
町
中
部
明
生
会

ダ
ン
ス
愛
好
会

�

会
長　

荒
　
定
子

　

モ
ア
ニ
ケ
ア

ラ
（
ハ
ワ
イ
語

で
「
そ
よ
風
薫

る
」）
は
、
現

在
男
性
３
名
女

性
５
名
の
混
成

フ
ラ
部
で
す
。

創
部
９
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、

八
・
シ
ニ
ア
連
の
芸
能
大
会
で
熱
演
賞

１
回
、
優
秀
賞
１
回
、
最
優
秀
賞
３
回

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
パ
ー
リ
シ
ェ
ル
」
と
「
ア

ロ
ハ
ウ
ク
レ
レ
」
を
踊
り
ま
し
た
。

「
パ
ー
リ
シ
ェ
ル
」
は
日
本
で
も
「
真

珠
貝
の
唄
」
と
し
て
有
名
で
ビ
リ
ー

ヴ
ォ
ー
ン
楽
団
の
演
奏
で
も
知
ら
れ
て

い
る
曲
で
す
。「
ア
ロ
ハ
ウ
ク
レ
レ
」

は
ハ
ワ
イ
の
名
高
い
場
所
を
紹
介
す
る

曲
で
、
す
こ
し
テ
ン
ポ
が
速
い
の
で
振

り
付
け
を
合
わ
せ
る
の
に
何
度
も
口
ず

さ
み
な
が
ら
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
苦

労
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

受
賞
者
の
声

芸
能
大
会

フラダンス部員

ダンス愛好会部員

新
た
な
気
持
ち
で

第
11
南
支
部

め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み
会

フ
ラ
ダ
ン
ス
部

�

部
長　

川
村
　
紘
子

受
賞
者
の
声

踊り部門

八王子
市長賞

踊り部門

連　合
会長賞

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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ノ
の
音
を
い
た
だ
い
て
正
し
い
音
程
・

リ
ズ
ム
が
体
得
で
き
る
ま
で
何
度
も
何

度
も
繰
り
返
し
ま
す
。
そ
の
真
摯
な
姿

に
し
ば
し
ば
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
荒
城
の
月
」
が
完
成
近
く
、
美
し

い
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
い
あ
げ
る
こ
ろ
に

は
、
お
の
お
の

美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
感
動
し

な
が
ら
さ
ら
に

一
生
懸
命
に
練

習
し
ま
し
た
。

私
自
身
コ
ー
ラ

ス
部
の
皆
様
と

同
様
、
こ
ん
な

時
間
が
「
生
き

が
い
」
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

回
、
め
じ
ろ
台
会

館
で
練
習
し
て
お

り
ま
す
。

　

歌
う
時
に
気
を

付
け
る
こ
と
は
、

遠
く
の
山
に
向

か
っ
て
投
げ
か
け

る
よ
う
に
声
を
出

す
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

民
謡
は
、
尺
八
と
三
味
線
の
伴
奏
が

あ
る
と
歌
い
や
す
い
の
で
す
が
、
今
回

は
鐘
に
変
更
し
て
94
歳
に
な
る
男
性
部

員
・
南
雲
さ
ん
（
特
別
表
彰
を
受
賞
）

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
南
雲
さ
ん
は
、

め
じ
ろ
台
の
太
鼓
部
の
メ
ン
バ
ー
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
お
元
気
な
方
で
す
。

　

最
初
は
鐘
の
音
が
入
る
と
歌
う
側
は

声
が
出
し
に
く
く
な
り
、
鐘
の
音
に
引

き
ず
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
音
を
も
っ

と
控
え
る
よ
う
に
と
の
声
も
出
て
、
そ

う
し
よ
う
か
な
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
、
南
雲
さ
ん
か
ら
日
頃

練
習
し
て
い
る
め
じ
ろ
台
会
館
は
狭
い

が
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
は
広
い
し
大
丈
夫

と
言
わ
れ
て
練
習
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
部
員
は
、
今
回
の
受
賞
を
一

つ
の
励
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
仲
良

く
和
を
大
切
に
お
稽
古
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
47
回
八
・
シ
ニ
ア
連
芸
能
大
会
で

前
年
の
最
優
秀
賞
に
続
き
、
今
年
か
ら

新
設
さ
れ
た
「
八
王
子
市
長
賞
」
を
嬉

し
く
い
た
だ
き
、
部
員
一
同
祝
賀
会
を

催
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
「
荒
城
の
月
」
を
合
唱
曲
に
編
曲
し

た
楽
譜
を
長
崎
裕
子
先
生
に
ピ
ア
ノ
で

聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
、『
昔
か
ら

歌
わ
れ
耳
に
し
て
い
る
曲
だ
か
ら
大
変

…
』な
ど
と
の
ブ
ー
イ
ン
グ
が
し
き
り
。

私
は
し
ば
ら
く
指
揮
を
す
る
自
信
を
失

い
他
の
曲
を
合
唱
す
る
こ
と
も
考
え
ま

し
た
。

　

け
れ
ど
一
方
、
練
習
日
に
は
部
員
全

員
の
椅
子
を
並
べ
た
り
片
付
け
た
り
、

楽
譜
立
等
の
準
備
を
整
え
、あ
る
い
は
、

タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
す
る
人
に
は
手
を
貸

す
真
面
目
な
人
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
真

剣
に
意
見
を
述
べ
る
の
だ
と
思
え
ま
し

た
。

　

私
は
「
荒
城
の
月
」
を
極
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

分
か
ら
な
い
部
分
は
何
回
で
も
自
身

が
し
っ
か
り
把
握
す
る
ま
で
も
う
１
回

も
う
３
回
と
要
求
し
て
き
ま
す
。
ピ
ア

「
和
」
を
大
切
に

第
11
南
支
部

め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み
会

�

民
謡
部　

望
月
　
タ
ケ

「
荒
城
の
月
」
を
極
め
る

第
11
南
支
部

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会

�

繁
野
　
温
子

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

コーラス部員

出場した民謡部員

唄部門

連　合
会長賞

唄部門

八王子
市長賞

　

第
47
回
八
・
シ
ニ
ア
連
芸
能
大
会
で

連
合
会
長
賞
を
頂
戴
し
、
部
員
一
同
喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

部
員
の
平
均
年
齢
は
高
い
で
す
が
、

皆
元
気
に
大
き
な
声
を
出
し
て
週
１

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
下
恩
方
、
西

寺
方
町
に
あ
り
、
恩
方
と
い
う
地
名
は

八
王
子
市
の
奥
地
の
感
が
す
る
。「
夕

焼
け
小
焼
け
で　

日
が
暮
れ
て　

山
の

お
寺
の
鐘
が
鳴
る　

お
手
々
つ
な
い
で

皆
帰
ろ　

烏
と
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ

う
」
は
恩
方
の
地
で
詠
ま
れ
た
中
村
雨

紅
氏
の
作
詞
で
あ
る
、
歌
の
と
お
り
山

あ
り
川
あ
り
畑
あ
り
の
自
然
豊
か
な
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
恩
方
音
頭
も
作
詞
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
節
に
「
恩
方
上
下
三
里
も

あ
る
が
、
い
く
ら
広
く
も
心
は
一
つ
よ　

川
も
一
筋
案
下
川
」
と
あ
り
運
動
会
に

て
大
勢
で
楽
し
く
踊
っ
て
お
り
ま
す
。

　

春
の
新
緑
並
木
、
夏
に
は
緑
の
ト
ン

ネ
ル
、
秋
に
は
紅
葉
と
四
季
折
々
の
姿

は
見
事
で
す
。

　

私
は
平
成
５
年
に
こ
こ
へ
越
し
て
き

て
、
好
環
境
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
か
ら

犯
罪
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
25
年
、
事
件
ら
し
い
こ
と
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
、
素
晴
ら
し
い
こ
と

第
14
支
部

で
す
。

　

そ
れ
は
「
広
げ
よ
う
！ 

ふ
る
さ
と

の
和
」
と
恩
方
住
民
協
議
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
あ
る
と
お
り
和
や
か
な
町
で
あ

る
。

　

生
活
面
で
は
ス
ー
パ
ー
二
つ
、
コ
ン

ビ
ニ
は
三
つ
、
病
院
は
歯
科

医
院
も
含
め
六
つ
、
福
祉
園

も
あ
り
、
小
田
野
中
央
公
園

も
整
備
さ
れ
子
供
や
高
齢
者

が
喜
ん
で
集
い
ま
す
。

　

陣
馬
街
道
の
切
通
か
ら
上

を
恩
方
と
い
う
ら
し
い
、
こ

こ
に
30
町
会
自
治
会
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
住
民
協
議
会

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

住
民
協
議
会
の
拠
点
が

「
恩
方
市
民
セ
ン
タ
ー
」
で

あ
り
多
く
の
市
民
が
利
用
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
も
「
わ
か
ば
合
唱
団
」
の

月
１
回
練
習
、
将
棋
ク
ラ
ブ
は
月
３
回

練
習
と
年
２
回
の
大
会
、輪
投
げ
大
会
、

会
議
資
料
の
印
刷
等
本
当
に
助
か
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
「
夕
焼
け
の
里
」

が
仲
良
く
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
に
我

が
恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
地
域
と
と
も

に
若
々
し
く
に
ぎ
や
か
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

会
長　

髙
野
　
幸
雄

恩方市民センター

夕
焼
け
の
里

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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当
ク
ラ
ブ
の
所
在
す
る
三
田
町
会
は
、

東
浅
川
町
の
東
南
に
位
置
し
ま
す
。

　

昔
は
、
ほ
と
ん
ど
畑
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
37
年
か
ら
43
年
に
区
画
整
理
さ

れ
、
当
地
区
は
工
業
用
地
に
造
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
く
の
工
場
が
立
ち
並
び
ま
し
た
が
、

現
在
は
工
場
の
閉
鎖
に
よ
り
、
跡
地
に

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
戸
建
て
住

宅
等
が
建
ち
、
人
口
が
増
え
町
会
会
員

は
１
７
４
０
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
「
さ
つ
き
会

便
り
」
を
発
行
し
各
行
事
や
サ
ー
ク

ル
活
動
等
を
会
員
に
周
知
し
て
お
り
ま

す
。

　

年
中
行
事
と
し
て
、
春
・
秋
の
研
修

旅
行
、
春
・
秋
の
文
化
展
、
3
カ
月
ご

と
の
長
寿
会
、
そ
し
て
11
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
、
毎
月
２
～
５
回
と
そ
れ
ぞ
れ
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
八
・
シ
ニ

ア
連
や
第
15
支
部
等
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
芸
能
大
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

８
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
15
支
部

の
第
48
回
輪
投
げ
大
会
に
お
い
て
は
、

第
15
支
部

参
加
19
チ
ー
ム
中
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

さ
つ
き
会
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
Ｂ
チ
ー

ム
が
２
位
、
Ｃ
チ
ー
ム
が
４
位
、
Ｄ
チ
ー

ム
が
12
位
と
活
躍
し
練
習
の
成
果
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浅
川
地
区
町
会
自
治
会
連
合

会
の
秋
の
大
運
動
会
で
は
、
毎
年
玉
入

れ
競
争
を
町
会
よ
り
任
さ
れ
好
成
績
を

あ
げ
、
こ
こ
数
年
総
合
優
勝
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
町
会
内
に
あ
る
鎮
守
の
杜
十
二
社

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

十
二
社
の
歴
史
は
古
く
江
戸
後
期
に

幕
府
が
編
纂
し
た
「
新
編
武
蔵
風
土

記
」
に
よ
れ
ば
、「
十
二
社
大
権
現
除

地
百
五
十
歩
小
名
散
田
ノ
丘
上
ニ
ア
リ

登
リ
半
町
ハ
カ
リ
社
西
向
ニ
テ
三
尺
四

方
覆
屋
三
軒
四
方
神
体
ハ
白
弊
ナ
リ
前

ニ
鳥
居
ヲ
タ
ツ
社
辺
ニ
雑
木
林
茂
セ
リ

当
社
ハ
慶
安
二
年
九
月
（
１
６
４
９
年
）

御
代
官
設
楽
源
右
衛
門
、
同
権
兵
衛
ノ

歓
請
ニ
テ
ス
ナ
ワ
チ
其
時
ノ
棟
札
ア
リ

当
所
ノ
鎮
守
ニ
テ
例
祭
年
々
九
月
十
九

日
ナ
リ
下
椚
田
村
真
福
寺
持
」
と
あ
る
。

　

十
二
社
権
現
と
は
天
神
七
代
、
地
神

五
代
の
神
々
で
あ
る
。

　

現
在
の
御
社
殿
は
昭
和
20
年
８
月
２

日
、
八
王
子
空
襲
の
た
め
拝
殿
焼
失
、

旧
陸
軍
幼
年
学
校
内
の
雄
建
神
社
殿
を

奉
還
鎮
座
し
社
殿
と
な
っ
た
。
今
の
奥

殿
は
昭
和
38
年
に
再
建
さ
れ
た
。

　

三
田
・
新
地
の
人
々
も
、
こ
の
神
を

鎮
守
様
と
し
て
崇
め
、
村
の
安
泰
と
繁

栄
を
祈
り
つ
つ
今
日
ま
で
守
り
継
が
れ

た
お
宮
で
あ
る
。

　

例
年
、
次
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
例
日
祭
」
元
旦
・「
稲
荷
祭
」
二
の

午
よ
り
前
日
の
日
曜
日
・「
例
祭
」
５
月

第
２
土
曜
日
（
お
湯
花
の
儀
・
黄
金
粥

の
儀
・
お
燈
明
祭
り
）

　

特
に
、
お
燈
明
祭
り
は
、
石
段
の
左

右
に
ロ
ー
ソ
ク
を
立
て
て
い
っ
せ
い
に

点
火
す
る
と
、
す
ば
ら
し
い
光
景
が
み

ら
れ
ま
す
。

三
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

さ
つ
き
会

�

会
長　

嶋
村
　
孝

鎮守の杜十二社

鎮
守
の
杜
十
二
社
の
由
来

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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北
野
台
は
八
王
子
市
の
南
西
に
広
が

る
丘
陵
地
帯
を
西
武
不
動
産
が
昭
和
50

年
の
初
頭
か
ら
数
年
間
に
か
け
て
お
よ

そ
２
３
０
０
戸
の
家
屋
の
建
設
分
譲
を

行
い
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
地
と
し
て
一
流
の
環
境
の
良
さ

を
誇
っ
て
お
り
、
高
層
集
合
住
宅
は
全

く
見
当
た
ら
ず
、
全
て
一
戸
建
て
の
家

屋
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
街
づ
く
り
を
し
た
の
で
、
バ

ス
の
停
留
所
も
域
内
に
７
カ
所
あ
り
、

公
園
も
広
大
な
中
央
公
園
を
は
じ
め
と

し
小
公
園
も
10
カ
所
あ
ま
り
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
と
し
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

も
「
北
野
台
ク
ラ
ブ
」
と
「
北
野
台
幸

和
ク
ラ
ブ
」
に
分
割
さ
れ
、
さ
ら
に
５

丁
目
に
別
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
発
足
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　

北
野
台
は
新
興
住
宅
地
と
し
て
開
発

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
地
元
の
方
の
入

居
は
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
定
年

退
職
後
の
余
生
を
環
境
の
良
い
郊
外
で

過
ご
し
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
都

市
部
か
ら
転
入
さ
れ
て
き
た
方
が
多
い

第
16
東
支
部

よ
う
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
地
域
的
な
つ
な
が
り
は

少
な
く
、
住
民
同
士
の
交
流
に
欠
け
る

点
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
過
去
の
社
会
と
は

疎
遠
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
近
く
の
地

域
社
会
内
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
で
快

適
な
老
後
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
こ

そ
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
目
的
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

北
野
台
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の

趣
旨
に
添
い
設
立
さ
れ
も
の

で
、
会
員
数
の
関
係
か
ら
、
現

在
の
北
野
台
ク
ラ
ブ
と
北
野
台

幸
和
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
北
野
台
が
直
面
す
る

課
題
は
、
空
き
家
の
増
加
で
こ

れ
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て

も
会
員
数
の
増
減
に
つ
な
が
る

事
柄
で
も
あ
り
、
ま
た
、
東
京

都
の
調
査
対
象
の
モ
デ
ル
地
域

に
北
野
台
が
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
調
査
に
重
大
な
関

心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
北
野
台
幸
和
ク
ラ

�

北
野
台
幸
和
ク
ラ
ブ　

会
長　

栗
田
　
礼
恵

ブ
の
活
動
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

北
野
台
２
丁
目
と
３
丁
目
の
住
民
を

対
象
に
現
在
約
70
名
の
会
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
に
活
力
を
生
み
出
す
た
め
の
健

康
体
操
、
生
活
に
潤
い
と
楽
し
み
を
生

み
出
す
カ
ラ
オ
ケ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

に
重
点
を
置
い
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
高
齢
の
会
員
は
北
野
台
で
生
ま
れ

育
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

故
郷
は
遠
く
離
れ
た
感
が
あ
り
ま
す

が
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
、
こ
の
北
野
台

が
故
郷
だ
と
会
員
が
感
じ
取
る
べ
く
、

今
後
と
も
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

バス旅行の記念写真

こ
こ
は
故
郷
　
北
野
台

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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トピックス

　八・シニア連の平成 30年度上半期
の事業も会員の皆様の絶大なご支援・
ご協力のお陰で無事に終了することが
できました。
　今回は元気なクラブ特集とし、会員
増強に尽力されたクラブや芸能大会お
よび各種大会での優秀クラブを紹介し
ました。また、芸能大会特別号も発行
しました。
　次号第 148 号は、文芸特集として
「俳句、短歌および川柳他」を募集し
ますので多数の投稿をお待ちしていま
す。
　地域紹介は、第 16 西支部、第 17
支部および第 18支部となりますので
ご準備をお願いします。原稿の締め切
りは、平成 31年１月初旬です。

編集後記

◉八・シニア連へのお問い合わせコーナー（住所・電話・
メールアドレス・スマートフォン用QRコード）

◉八・シニア連事務所へのアクセス
◉関係団体の紹介
◉八・シニア連の書式（※ダウンロードできます）

お問い合わせ・リンク

◉本部・支部・単位クラブの「活動のようす」は毎月
11日に更新

活動のようす

◉活動の紹介（活動方針）　◉新しい情報…最新情報
◉会報紙（第135号～第146号※閲覧可能です）
◉賛助会員の紹介

トップページ

◉連合会長のあいさつ　　◉八・シニア連の生い立ち
◉組織の移り変わり　　　◉本部役員（担当業務）
◉支部区域図と支部一覧（※単位クラブ閲覧可能です）

取り組み

◉年間の活動計画(月別）

年間の活動予定

ホームページ

スマートフォンなどからの
ＱＲコード⇒

八・シニア連 検 索

https://hachiojisenior.info/

賛助会員の紹介
“真

ま ほ

秀の里”は、八・シニア連の賛助会員です。
川口地域に開設して12年目の介護施設です。
９月には秋まつりが盛大に開催されました。
今後は第 13支部川口地区の皆様、ご活用
願います。また、八・シニア連女性部による
慰問活動も行っていきます。

　シルバーサポート真秀の里
　　　０４２-６５４-８６４１
　　　八王子市川口町３３９３

○スポンサーへの御礼
　本紙発行に際しまして、ご協賛をください
ましたスポンサー各位に厚く御礼を申し上げ
ます。今後とも倍旧のご厚誼を賜りますよう
お願い申し上げます。

私たちは八・シニア連の活動を応援しています私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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